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旧市立4幼稚園
　ふれあいセンターに

幼
児
か
ら
老
人
ま
で
の
憩
い
の
施
設

1
2
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン

　
市
で
は
、
市
議
会
九
月
定
例
会
に
、
旧
市
立
四
幼
稚
園
（
菟
道
・
棋
島
・
伊
勢
田
・

平
盛
）
の
跡
地
利
用
と
な
る
関
係
条
例
案
や
施
設
改
修
の
た
め
の
補
正
予
算
案
な
ど

を
提
案
。
こ
の
程
可
決
さ
れ
、
四
園
共
通
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
青
少
年

指
導
セ
ン
タ
ー
（
菟
道
）
、
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
平
盛
）
な
ど
の
新
し
い
公
共
施

設
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
も
な
く
改
修
工
事
に
着
工
し
十
二

月
下
旬
に
は
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
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1
1
1
1
1
自
１
１

▲ふれあいセンターと大久保青少年センタ

　ーに新しく生まれ変わる旧平盛幼稚園

―

‐
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1
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1
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市
で
は
、
こ
の
程
旧
市
立
四
幼

稚
園
（
菟
道
・
横
島
・
伊
勢
田
・

平
盛
）
の
跡
地
梨
岩
田
夕
采
定
。

市
議
心
一
九
月
定
例
会
に
、
基
本
と

な
る
関
係
条
例
案
や
施
設
改
修
の

た
め
の
補
正
予
算
案
な
ど
m
案

し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
四
園
す
べ
て
に
共

通
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
’
・
‐
を
設
置

す
る
の
を
は
じ
の
、
平
盛
幼
稚
園

跡
に
は
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

曳
菟
道
幼
稚
園
跡
に
は
青
少

年
指
導
セ
ン
タ
ー
な
ど
溶
護
。

旧
市
立
四
幼
稚
園
は
、
新
し
い
公

共
施
設
に
生
次
れ
変
わ
る
こ
と
に

な
り
未
了
。

　
共
通
施
設
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

の
各
世
代
が
気
軽
に
利
用
出
来
る

ぷ
コ
に
構
成
。
参
人
憩
い
の
部
屋

や
多
目
的
活
動
冥
こ
μ
石
図
書

コ
ー
ナ
ー
及
び
子
供
と
老
人
の
広

場
政
器
一
Ｌ
革
す
。

市
で
は
、
旧
市
立
四
幼
稚
園

４
大
会
旗
を
引
き
継
ぐ
池
本
市
長
（
写
真
中
央
）

謳噛･‘

　
多
目
的
活
動
室
は
、
文
化
サ
ー

ク
ル
活
動
や
室
内
ス
ポ
ー
ツ
、
展

示
会
な
ど
の
各
種
の
集
会
に
利
用

出
来
ま
す
。
ま
た
、
老
人
憩
い
の

部
屋
に
は
、
お
年
寄
り
同
士
の
交

流
を
図
っ
て
い
た
だ
ぐ
た
め
和
室

に
囲
碁
・
将
棋
セ
ッ
ト
な
ど
を
設

置
。
こ
ど
も
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

約
千
冊
の
絵
本
や
児
童
図
書
な
ど

夕
そ
ろ
え
、
図
書
館
や
公
民
館
図

書
コ
ー
ナ
ー
の
補
完
的
な
機
能
を

目
指
し
て
い
未
丁
。

　
更
に
、
旧
園
庭
部
分
は
子
供
と

老
人
の
広
場
と
し
て
、
午
前
中
は

お
年
寄
Ｓ
＼
が
、
午
後
か
ら
は
子
供

た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
か
薬
し
む
場
と
し
て
利
用

出
来
る
こ
と
に
な
り
未
丁
。
こ
の

外
、
菟
道
・
横
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
は
会
議
室
を
設
け
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
会
議
に
利
用
出
来
る

ぷ
つ
に
な
り
未
了
。

青
少
年
の
た
め
の

　
　
セ
ン
タ
ー
も
併
設

　
一
方
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を

図
る
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、
菟
道

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
併
設
。
名

称
も
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
に
変

更
し
、
施
設
の
充
実
と
体
制
の
強

か
ぷ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

施
設
へ
改
修
ず
る
た
め
、
十
月

十
九
貝
月
）
か
ら
一
斉
に
閉
鎖

し
孚
。

　
従
っ
て
現
在
、
園
庭
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
暫
定
的
に
開
放
し

て
い
乖
か
、
工
事
が
終
了
ず

る
ま
で
休
止
ｋ
ヂ
。

　
工
事
期
間
は
、
十
二
月
中
旬

ま
で
の
間
１
付
近
住
民
の
皆

さ
ん
に
は
l
U
迷
惑
を
お
掛
け
し

季
ふ
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
ず
。

化
を
図
っ
て
行
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
併
せ
て
、
市
教
育
委
員
心
一
青

少
年
対
策
室
も
共
に
移
転
。

　
ま
た
、
平
盛
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
に
併
設
の
大
久
保
青
少
年
セ
ン

タ
ー
は
、
学
習
室
二
室
を
専
用
に

幼
児
も
含
む
青
少
年
を
対
象
の
社

会
教
育
事
業
忿
竹
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
未
丁
。

　
李
も
な
ぐ
、
旧
市
立
四
幼
稚
園

共
、
改
修
工
事
に
取
昨
か
か
り
、
’

十
二
月
下
旬
に
は
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。

　
な
お
、
伊
勢
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
’
・
‐
に
併
設
予
定
の
共
同
作
業
所

は
、
障
害
者
の
た
め
の
通
所
授
産

施
設
と
し
て
、
昭
和
六
十
四
年
度

以
降
に
施
設
整
備
が
図
ら
元
る
予

定
で
す
。

夏季国体

大会旗を引き継ぐ

　9月21日に沖繩県那覇市で

　
九
丹
二
十
一
日
側
、
国
民
体
育

大
会
夏
平
瓦
一
一
の
大
会
旗
が
、
沖

縄
県
那
覇
市
か
ら
本
市
へ
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。

　
引
き
継
が
弐
は
午
後
一
時
、
海

邦
国
体
の
メ
ー
ン
必
一
場
・
那
覇
市

奥
武
山
水
泳
場
で
行
わ
れ
、
本
市

か
ら
は
池
本
市
長
。
地
上
市
議
会

議
長
ら
八
人
、
那
覇
市
か
＾
Ｇ
≫
)
親

泊
市
長
ら
八
人
が
出
席
。
親
泊
那

覇
市
長
が
池
布
落
市
長
に
白
地

に
国
体
了
‐
ク
か
染
め
抜
い
た
大

会
旗
夕
手
渡
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
記
念
品
交
換
で
は
、
那

覇
市
か
ら
沖
縄
の
魔
よ
け
シ
ー
ザ

ー
像
、
本
市
か
ら
は
平
等
院
の
鳳

凰
（
ほ
ラ
お
う
）
の
置
物
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

町
内
負
担
を
軽
減

市
道
上
の
街
灯
市
が
管
理

　
市
で
は
こ
の
程
、
市
卓
上
に

設
置
さ
れ
て
い
る
街
灯
を
引
き

取
り
、
管
理
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
第
一
次
引
き
取
り
事
業
と
し

て
十
二
月
一
日
か
ら
、
こ
れ
ま

で
町
内
（
自
治
）
会
が
維
持
管

理
を
し
て
い
た
約
七
千
五
百
灯

　
今
回
、
該
当
す
包

町
内
（
自
治
）
命
と

は
、

』
既
に
関
係
書
竺

を
お
届
け
し
て
い
ま
Ｉ

す
。
詳
し
ぐ
は
、
見

路
課
（
豊
⑩
１
１
４
一

１
）
ま
で
お
問
い
包

わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
　
一

　
な
お
、
市
道
上
弛

外
の
街
灯
で
、
町
烈

（
自
治
）
会
が
管
理
し
Ｉ

1
2
月
１
日
か
ら

こ
れ
ま
百
石
習
町
内
（
自
治
）

会
街
灯
維
持
管
理
事
業
の
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
市
民
の
安

令
で
快
適
な
暮
β
レ
を
守
る
た

め
に
、
一
層
環
境
警
舅
存
う

こ
と
に
し
て
い
康
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
路
課
）

て
い
る
街
灯
に
は
、
］
：
：
：
’
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
…
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公
共
事
業
な
ど
に

６
億
６
千
６
百
万
円
（
一
般
会
計
）
を
計
上

　
宇
治
市
議
会
九
月
定
例
会
は
、

九
月
十
七
日
か
半
月
八
日
ま
で

二
十
二
日
間
の
会
期
で
開
会
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
昭
和
六
十

二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）
案
忿
官
め
、
特
別
心
一
計

（
公
共
下
水
道
事
業
）
補
正
予
算
案

や
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
条
例
案

か
提
案
。
各
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、

十
月
八
日
の
本
会
議
で
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、
国

の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
公
共
事

業
の
追
加
及
び
一
号
補
正
後
に
発

ま
し
た
事
業
を
中
心
に
計
上
し
、

補
正
額
墜
（
億
六
エ
（
百
五
十
四

万
七
千
円
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算

総
額
は
二
百
八
十
四
億
二
千
二
百

十
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〈
一
般
会
計
〉

▽
御
蔵
山
・
堂
ノ
川
雨
水
幹
線
整

　
備
事
業
費
追
加
に
八
千
五
亘
八

　
十
三
万
五
千
円
。

▽
宇
治
白
川
線
道
路
改
良
事
業
費

　
追
加
に
一
億
一
千
三
百
四
ナ
ｔ

　
万
八
千
円
。

▽
菰
農
園
再
整
備
事
業
費
追
加

　
に
三
千
五
百
四
十
九
万
円
。

▽
横
島
地
区
土
地
改
良
総
合
整
備

　
事
業
補
助
金
追
加
に
二
士
（
百

　
五
土
（
万
五
千
円
。

▽
下
居
大
久
保
線
造
成
事
業
費
追

　
加
に
百
三
万
五
千
円
。

▽
庁
舎
改
修
事
業
に
二
千
五
百
万

　
円
。

▽
伊
勢
田
一
六
九
号
線
・
善
法
一

　
二
二
番
道
路
改
良
費
追
加
に
五

　
千
七
百
六
十
三
万
一
千
円
。

▽
五
雲
峰
公
共
用
地
購
入
費
（
六

　
十
二
年
度
分
）
に
九
千
二
百
七

　
十
三
万
一
千
円
。

▽
特
定
区
間
路
線
バ
ス
運
行
補
助

　
金
追
加
に
百
万
九
千
円
。

▽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
開
設
運
営

　
費
に
六
千
九
百
五
土
（
万
七
千

　
円
。

▽
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
・
青

　
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
運
営
費
に

　
三
亘
八
万
八
千
円
。

▽
Ｊ
Ｒ
黄
槃
駅
前
広
場
調
査
費
に

　
百
万
円
。

〈
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
〉

▽
御
蔵
山
・
平
尾
地
区
面
整
備
事

　
業
費
追
加
に
六
千
四
百
二
十
五

　
万
円
。

▽
大
久
保
一
号
汚
水
幹
線
事
業
費

　
追
加
に
二
億
里
八
十
五
万
円
。

▽
処
理
場
建
設
事
業
費
に
二
千
八

　
百
万
円
。

園庭解放は休止

10月19日か

ら

9月補正予

算案

10月19

日から

10

10



消
費
者

コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
本
市
の
消
費
牛
活
相
談
室
に

寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
、
年
々
増

加
。
中
で
も
、
訪
問
販
売
は
多

種
多
様
に
な
り
、
そ
の
手
口
も

巧
妙
に
な
っ
て
来
て
い
未
了
。

　
今
回
は
、
最
近
の
事
例
か
ら
、

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
な
た
も
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
、
日
ご
う
ひ
り
知
識
か
畜
え
、

悪
質
な
手
口
に
備
え
ま
し
１
つ
。

　
〈
事
例
①
〉

　
　
「
ジ
ュ
１
・
タ
ン
の
掃
除
を
さ

せ
て
欲
し
い
」
と
の
電
話
が
あ

り
、
家
に
や
っ
て
来
た
。
そ
し

　
こ
の
講
座
で
は
、
女
性
の
あ
り

方
や
ま
き
方
、
社
会
と
の
か
か
わ

り
な
ぺ
い
ろ
い
る
な
問
題
に
つ

い
て
考
λ
ま
す
。

　
多
数
の
ご
参
加
蔵
お
待
ち
し

て
い
ま
ｙ
。

10月22日（木）から、中央公

民館

10月22日(木)から、中央公民館で

て
、
掃
除
を
し
た
後
で
、
そ
の
掃

除
機
の
購
入
か
勧
め
ら
れ
た
。

の
話
し
て
い
た
メ
ー
カ
ー
に
確

認
し
た
ら
、
関
係
な
い
と
の
こ

と
。
品
質
が
信
用
出
来
な
い
の

と
、
価
格
が
高
い
の
で
解
約
し

た
い
Ｉ
と
の
相
談
。

〈
事
例
②
〉

　
　
「
ス
フ
ー
ト
に
な
る
」
と
か
、

下
着
で
や
せ
る
と
は
思
え
な
い

し
、
価
格
も
高
い
の
で
解
約
し

た
い
Ｉ
と
の
相
談
。

　
　
◇
　
◇
　
◇

　
以
上
二
つ
の
ヶ
Ｉ
ス
は
、
い

ず
れ
も
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
の

期
間
内
だ
っ
た
の
で
、
無
条
件

契
約
は
慎
重
に
、

　
即
金
払
い
を
し
な
い
こ
と

　
強
力
な
掃
除
機
だ
し
、
し
か

も
有
名
メ
ー
カ
ー
と
提
携
し
て

い
る
と
の
説
明
。
す
っ
か
映
信

用
し
て
、
購
入
す
る
こ
と
に
決

め
、
契
約
を
し
た
。

　
し
茄
し
、
後
で
主
人
が
業
者

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
下
表
の
と

お
り
。
い
ず
れ
も
午
前
９
時
4
5
分

～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館

実
習
室
１
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の

女
性
▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼

実
習
材
料
費
…
五
百
円
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
一
…
一
月
1
2
日
間

か
ら
中
央
公
民
館
へ
電
話
か
直
接

来
館
で
▼
保
育
…
２
歳
以
上
の
子

芦
石
。
2
0
人
。
お
や
つ
代
四
百
五

十
円
が
必
要
。
ご
希
望
の
人
は
申

し
込
み
時
に
併
せ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

「
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
な
の
で

体
に
フ
イ
″
ト
す
る
」
、
『
長
期

間
保
証
し
ま
す
』
と
言
葉
た
く

み
に
勧
め
ら
れ
、
下
着
の
購
入

契
約
を
し
た
。

　
　
後
で
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

　
日
食
写
真
展

　
九
月
二
十
三
日
、
二
十
九
年
ぶ

り
に
、
日
本
で
金
環
日
食
夕
観
望

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の

写
真
展
で
は
、
金
環
日
食
の
見
ら

解
約
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
し

か
し
、
安
易
な
契
約
で
あ
っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
。

　
契
約
に
際
し
て
は
、
う
ま
い

言
葉
に
は
耳
裳
誓
子
、
逡
ｙ

そ
の
商
品
が
本
当
に
必
要
な
も

れ
た
沖
縄
や
、
京
都
府
内
各
地
で

の
部
分
日
食
の
よ
う
ｙ
、
観
察
記

録
に
つ
い
て
展
示
し
柔
ｙ
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
0
日
叫
～
2
5
m

H
I
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後

５
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館
交

流
ロ
ビ
ー
▼
内
容
・
・
・
沖
縄
の
金
環

ミ　　　　　▲昨年の講座より（婦人講座）　　　　｜　日

｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜食

に....･■蓼■-■■･-一香香香香香香-香香一番----一晶晶---一香香一香香香一個-■香香-一興-一番香一個-■-------■--･J

・
宇
治
や
東
京
都
府
中
で
の

女性の勉強室の日程表

の
か
蔵
十
分

に
考
汽
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

そ
の
上
で
、
価

格
や
ク
レ
ジ
″

ト
の
手
数
料
が

適
正
な
も
の
で

あ
る
か
な
ど
、

契
約
内
容
か
確

か
め
、
家
族
な

μ
と
相
談
の
上
、

記
名
押
印
し
ま

し
ょ
う
。

　
「
契
約
」
と
は

－ － － ・ － － － 一 孝 － － － － － － － － ■ － ■ － －－ － － － ・ ・ ・ ・ ・ ・ 辱ｗ
｀

a
7
1
1
1
1
1
－
１
１
－
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
Ｓ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｔ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

法
律
上
効
果
が
生
じ
る
約
東
Ｉ
　
期
間
内
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

と
い
う
こ
と
で
、
一
旦
契
約
し

て
Ｌ
蚤
シ
と
解
約
す
る
の
は
困

難
で
す
。

　
例
え
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
の

部
分
日
食
・
沖
縄
の
星
座
や
星
Ｉ

の
写
真
展
示
。
観
察
記
録
や
観
察

教
具
の
展
示
。
ス
ラ
イ
ド
コ
ー
ナ

ー
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
コ
ー

ナ
ー
（
中
央
図
書
館
内
）
あ
り
▼
持

参
品
・
・
・
筆
記
具
。
（
中
央
公
民
館
）

　
金
環
日
食
の

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
5
日
間
、
午
後

Ｌ
時
半
Ｌ
Ｉ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

公
民
館
必
一
議
室
▼
内
容
・
・
・
沖
縄
で

の
金
環
日
食
に
つ
い
て
▼
講
師
・
・
・

竜
谷
大
学
講
師
・
山
西
重
男
さ
ん

▼
申
し
込
み
…
当
日
、
直
接
会
場

契
約
解
除
の
通
知
を
出
す
手
間

や
、
精
神
的
な
苦
痛
か
囁
え
る

と
、
や
は
り
慎
重
に
行
う
こ
と

が
肝
要
で
す
。
（
商
工
観
光
課
）

へ

　○

（
中
央
公
民
館
）

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
今
回
は
、
十
月
二
十
三
日
の
「
電

信
電
話
記
念
日
」
に
ち
な
み
、
そ
の

歴
史
や
邪
達
の
過
程
、
最
新
の
シ

ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
ず
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
1
E
伽
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ

宇
治
電
報
電
話
局
▼
テ
ー
マ
…
電

信
電
話
記
念
日
に
ち
な
ん
で
、
電

信
電
話
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
電

気
通
信
▼
講
師
・
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
宇
治
電

報
電
話
局
職
員
▼
対
象
・
・
・
市
内
在

住
の
人
▼
定
員
・
。
・
3
0
人
（
先
着
順
）

回 とき 内　　　．容 講　師　’

１ 10/22
　(鴉

開講式(あいさつ、進め方､班分け) 中央公民館館長､職貝

実習(レザークラフト) 高橋　洋子さん

２ 10/23
　(全)

女性問題は社会問題

～あなた自身をみつめるために～
京都精華大学講師
金谷千慧子さん

３ 10/28
　困

子育てのいろは
～今、大切にしたいこと～

竜谷大学講師
山西　重男さん

４ 11/4
　困

女性とボランティア活動

～あなたのできることから～ 枚方社会教育研究Sr

由里　洋子さん

５ 11/11
　困

平和への伝言

～核戦争になればみな終り～

６ 11/21
　出

うたで綴る女性史

～うたは曙(あけぼの)～

　京都精華大学講師

　金谷千態子さん

(伴奏)佐々木真紀さん

７ 11/27
　吻

人生の先輩に学ぶ
～高齢者との座談会～

(助言)
杜会救育指導員
加賀爪二三枝さん

８ 12/3
　困

木と共に生きる
～心のひきだしを……～

家具づくり宮Its葉子さん

９ 12/9
　困

食事と家族
～―家だんらんの時を～

食品問題研究家
山崎　万里さん

主催　宇治市中央図書館

読書週間記念講演会

゛お力あさんマンガを腕A;でいますか

　ンガを中心として子どもの本を考える

　講師　竹内オサムさん(帝国女子大学助教授)

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
ふ
…
一

月
1
2
日
間
か
ら
1
7
日
出
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
来
館
で
広
野
公

民
館
へ
。
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
　
婦
　
人
　
学
　
級

　
　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
の
と
お

り
。
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
Ｌ
正

午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
対

象
・
・
市
内
在
住
の
女
性
▼
定
員
・
：

3
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…
1
0

月
1
2
日
㈲
か
ら
禾
幡
公
民
館
へ
電

硲
辰
接
来
館
で
▼
保
育
・
・
・
―
歳

以
上
の
早
戸
石
。
2
0
人
。
お
や
つ

代
四
百
五
十
円
（
９
日
分
）
が
必
要
。

と
希
望
の
人
は
受
講
申
し
込
み
時

に
併
せ
て
。
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り

　
出
展
作
品
を
募
集

　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
（
二
部
・
三

部
）
は
、
十
一
月
七
Ｅ
出
と
十
四

Ｒ
ｍ
、
十
五
旦
問
に
開
催
。
第
三

部
（
展
示
の
部
）
へ
の
出
展
作
品
を

募
集
し
津
す
。

　
▼
募
集
作
品
・
・
・
絵
画
、
パ
ン
・
ち

ぎ
口
絵
、
陶
芸
、
パ
″
チ
ワ
ー
ク
、

染
色
、
木
工
、
書
道
、
俳
句
、
俳
画

な
ど
（
人
Ｌ
点
）
▼
対
象
・
・
・
市
内

に
住
み
、
他
に
発
表
の
場
の
な
い

ア
マ
チ
ュ
ア
▼
申
し
込
み
・
問
い

〈
Ｂ
せ
・
：
1
0
月
1
2
日
囲
か
ら
2
2
日

困
ま
で
に
木
幡
公
民
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

婦人学級の日程表

回 とき
－ア　ー　マ 講　師

１ 10/31
　倒

高齢化社会の進行と女性の生きかい
武庫川女子大学助教授

　小松満貴子さん

２ 11/4
困

地域社会での上手な暮らしかた市社会教育委貝　笠嶋　教瑞さん

３ 11/9
　㈲

料理　秋の味覚を楽しむ
栄養士
　春日　晴生さん

４ 11/17
　(迦

これだけは知っておきたい礼法と慣習
儀式礼法研究会代表

　岩上　力さん

５ 11/21
　出 中年からの女性のからだ 松本病院医師

　松本　文絵iん

６ 11/26
　團

家庭でできる体力づくり
市スポーツ審譲会委貝

　今西　圭子さん

７ 12/1
　(火) エイズは怖くない 字治保健所長

　岸田　英夫さん

８ 12/10
　困

どう変わる./婦人の地位と保障
華頂短期大学助教授

　孝橋　静子さん

９ 12/15
　(火

これからの暮らし、かしこい消費生活
同志社女子大学教授

　坂本　武人さん

悪徳商法に

ひっからない
！

悪徳セールスマンの

゛うまい話,にば毒。がある

昭和62年

度

特別展

宇治の仏像

…

～美と心、

現在に～

10月11

日(日)～

12月13

日(日)

歴史資料館

電話⑩l311

問い合わせ★入場料　大人200円

　　　　小･中学生60円

778

訪問販売

被害防止の心得

全国防犯運動10月11

日～20日

女性の勉強室

中
央
公
民
館

木
幡
公
民
館

広
野
公
民
館

公民館の
お知らせ

10月25日（日）

午後2時開演

中央公民館展示集会室

入場無料

宇治の仏像　美と心現在に10月11日（日）～12月13日（日）歴史資館（折居台町目文化センター内）



　
今
回
は
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ

ド
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
の
う
ち
、
京

都
国
体
で
行
わ
れ
る
ル
ー
テ
ィ

ン
競
技
に
つ
い
て
、
簡
単
に
お

話
し
し
ま
す
。

　
ル
ー
テ
ィ
ン
競
技

　
音
楽
兄
Ｂ
せ
て
、
泳
m
－

フ
ィ
ギ
ュ
ア
（
身
体
の
形
）
、

手
や
足
の
動
作
か
忌
く
自
由
に

構
成
し
た
競
技
で
す
。

　
ソ
ロ
（
一
人
）
、
デ
ュ
エ
″

ト
（
二
人
）
、
チ
ー
ム
（
四
１

１
歩
道
に
あ
ふ
れ
た
放
置
自
転
車
（
近
鉄
大
久
保
駅
付
近
）

　
十
月
一
日
か
ら
１
ヵ
月
間
、
市

内
一
斉
に
「
迷
惑
駐
車
追
放
市
民

運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
商
店
街
、
駅
周
辺

な
ど
に
お
け
る
路
上
駐
車
や
自
転

車
・
バ
イ
ク
の
放
置
が
多
く
、
ま

た
、
狭
い
道
路
で
の
無
余
地
駐
車
。

住
宅
・
団
地
に
お
い
て
夜
間
の
青

空
駐
車
も
多
く
な
っ
て
来
て
い
ま

八
人
）
で
泳
ぐ
三
種
目
が
あ
り

未
了
。

　
京
都
国
体
で
は
、
デ
ュ
エ
″

ト
の
み
が
行
ｐ
れ
ま
す
。

ｃ
採
点

す
。

　
路
上
駐
車
や
自
転
車
・
バ
イ
ク

の
放
置
を
し
て
い
る
人
は
、
『
近
ぐ

に
駐
車
場
が
な
い
か
ら
』
「
み
ん

な
が
置
い
て
い
る
か
ら
」
な
ど
の

軽
い
気
持
ち
で
路
上
駐
車
を
し
て

い
る
ぷ
コ
で
す
。
し
か
し
採
惑
駐

車
は
、
本
人
が
考
え
て
い
る
以
上

に
交
通
の
妨
げ
と
な
り
、
地
域
住

想
の
解
釈
、
流
動
性
、
演
技
態

度
、
創
造
性
、
多
様
性
）
、
泳

者
相
互
の
同
調
性
、
音
楽
と
の

同
調
性
で
す
。

　
デ
ュ
エ
″
ト
競
技
で
は
、
い

民
の
日
槽
猫
に
著
し
い
迷
惑
を

か
け
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
通
行
す
る
人
や
車
が
う
回
か
祭

儀
な
く
さ
れ
た
り
、
交
通
事
故
の

原
因
と
な
っ
た
り
更
に
、
消
防

車
、
救
急
車
な
ど
の
緊
魯
易
車

の
通
行
か
妨
げ
、
災
害
皐
ハ
今
、

す
る
原
因
に
も
な
っ
て
い
未
了
。

　
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
で
、
迷

惑
駐
車
や
自
転
車
・
バ
イ
ク
の
放

置
を
無
く
し
、
道
路
夕
広
く
正
し

く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
澄
浸
課
）

お
知
ら
せ

　
市
立
幼
稚
園
大
会

　
1
0
月
2
0
日
太
陽
が
丘

　
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
芝
生
の
上
で

市
立
全
園
児
と
保
護
者
が
一
堂
に

集
い
、
力
い
っ
ぱ
い
運
動
に
リ
ズ

ム
に
活
動
し
ま
す
。
多
数
の
ご
声

援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
0
日
脚
、
午
前

９
時
半
ト
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
太
陽

が
丘
陸
上
競
技
場
。

　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
市
職
員
の
募
集

　
市
職
員
か
募
集
し
ま
す
。

点
は
百
点
で
す
。
こ
の
ル
’
・
‐
テ

ィ
ン
得
点
に
よ
り
、
順
位
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
で
ル
ー
テ
ィ
ン
競
技
の
・

説
明
は
終
わ
り
ま
す
が
、
こ
の

競
技
は
京
都
国
体
で
は
、
飛
び

デ
ュ
エ
ッ
ト
競
技
は

同
調
性
が
ポ
イ
ン
ト

演
技
に
対
し
て
少
数
第
一
位
を

使
っ
た
Ｏ
か
ら
1
0
点
ま
で
の
点

数
を
一
斉
に
表
示
ト
笙
す
。

　
デ
ュ
エ
″
卜
の
採
点
基
準
は
、

泳
法
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
と
そ
の
部

分
の
完
遂
度
、
難
易
度
、
演
技

構
成
（
プ
ー
ル
の
使
い
方
、
曲

が
、
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
康
示
ｙ
。

（
…
）
得
点

　
得
点
は
、
各
審
判
員
の
採
点

の
う
ち
、
最
高
と
最
低
を
除
い

た
平
均
点
に
、
1
0
を
か
け
た
も

の
が
ル
’
‐
テ
ィ
ン
得
点
で
、
満

込
み
競
技
が
終
了
し
た
あ
と
の

夏
季
大
会
最
終
日
に
、
太
陽
が

丘
飛
び
込
み
プ
ー
ル
で
行
わ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
◇

　
以
上
、
京
都
国
体
に
お
い
て

宇
治
市
で
開
催
さ
れ
る
競
技
の

Ｏ
一
般
事
務
職
・
・
・
昭
和
3
8
年
４
月

　
２
８
　
～
4
5
年
４
月
１
日
に
生
ま

　
れ
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
高

　
校
卒
業
程
度
の
学
力
か
肴
す
る

　
人
。
若
干
名
。

向
王
木
技
師
…
昭
和
3
5
年
４
月
２

　
日
～
4
5
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、

　
高
校
以
上
の
学
校
で
土
木
の
課

　
程
を
修
得
し
た
男
子
ま
た
は
、

　
6
3
年
３
月
に
修
得
見
込
み
の
男

　
子
。
若
干
名
。

Ｏ
消
防
職
員
・
・
・
昭
和
3
8
年
４
月
２

　
日
～
4
5
年
４
月
１
日
に
生
次
れ
、

　
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
高
校
卒

見
方
に
つ
い
て
は
、
簡
単
で
し

た
が
す
べ
て
終
わ
り
ま
し
た
の

で
、
国
体
豆
知
識
は
今
回
で
最

終
回
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
二
巡
目
初
回
大
会
の

京
都
国
体
で
は
、
市
民
運
動
が

か
な
り
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
次
回
か
ら
は
「
市
民
運

動
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
、
市
民

運
動
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い

４
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

匹

　
行
政
相
談
週
間
が
十
月
十
一

日
㈲
か
ら
始
ま
り
未
了
。

　
こ
の
一
環
と
し
て
十
月
十
五

日
閑
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
、
市
役
所
市
民
相
談
室

で
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
チ
。

国
や
府
・
市
を
ほ
じ
め
、
公
社
、

公
団
な
ど
の
仕
事
１
古
情
や
ご

意
見
、
ご
要
望
万
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
相
談
は
無
料
で
国
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
、

秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相

談
制
度
の
利
用
促
進
と
啓
も
う
、

更
に
制
度
の
充
実
を
目
的
と
し

　
業
程
度
の
学
力
か
肴
し
、
通
勤

　
時
間
が
Ｌ
時
間
以
内
の
男
子
。

　
十
数
人
程
度
。

　
〈
第
Ｌ
次
試
験
〉
▼
と
き
…
1
1
月

８
日
面
、
午
前
８
時
4
0
分
か
ら

▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
中
学
校
▼
申
し

込
み
・
：
市
販
の
履
歴
書
（
来
春
、

高
校
卒
業
見
込
み
の
人
は
、
近
畿

高
等
学
校
統
一
用
紙
金
便
用
の
こ

と
）
に
、
必
要
事
項
夕
記
入
し
、

最
近
―
力
月
以
内
に
撮
影
の
写
真

夕
ほ
り
、
申
込
書
ダ
添
え
て
一
般

事
務
職
・
土
木
技
師
に
つ
い
て
は

職
員
課
へ
、
消
防
職
員
に
つ
い
て

は
消
防
本
部
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
舜
け
付
け

は
し
ま
せ
ん
。
実
施
要
項
と
申
込

書
は
一
般
事
務
職
・
土
木
技
師
は

職
員
課
、
消
防
職
員
は
消
防
本
部

総
務
課
に
あ
り
車
ｙ
▼
受
付
期
間

…
1
0
月
1
2
日
囲
～
2
0
日
脚
。

　
（
職
員
課
・
消
防
本
部
総
務
課
）

　
自
衛
官
の
募
集

　
▼
種
別
・
受
け
付
け
・
対
象
…

Ｏ
男
子
２
等
陸
士
・
海
士
＝
1
2
月

中
旬
ま
で
、
1
8
歳
以
上
2
5
歳
未
満

○
男
子
２
等
陸
士
・
海
士
・
空
士
＝

6
3
年
２
月
末
ま
で
、
6
3
年
３
月
新

規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
Ｏ
男
子

防
衛
大
学
校
学
生
n
l
1
0
月
2
4
日
ま

で
、
高
卒
（
見
込
み
T
2
1
歳
未
満

Ｏ
男
子
目
衛
隊
牛
謬
Ｔ
Ｈ
月
１
日

～
6
3
年
１
月
６
日
、
中
卒
（
見
込

み
）
～
1
7
歳
未
満
回
女
子
看
護
学

て
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

い
つ
で
も

　
　
気
軽
に
相
談
を

　
ま
た
、
こ
の
日
に
限
ら
す
、

毎
月
一
回
第
三
木
曜
日
に
行
政

相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相
談
日

を
設
け
て
い
康
ｙ
。
こ
の
外
、

京
都
行
政
監
察
事
務
所
（
京
都

市
中
京
区
御
池
通
り
西
洞
院
西

入
ル
・
ａ
０
７
５
田
2
5
6
1
）

や
左
表
の
行
政
相
談
委
員
の
自

宅
で
も
相
談
で
奎
”
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）

行
政
相
談
委
員
の
連
絡
先

（
敬
称
略
）

瀬
田
佐
江
子

増
井

繁
一

松
本

as

氏

名

宇
治
束
内
23

豊
⑩
４
７
９３

伊
勢
田
町
北
山
5
1
23

豊
⑩
０
１
２
４

五ヶ
庄
一
一一
番
割
10

豊
⑩
８
３
８５

住

所

電

話

生
＝
1
1
月
1
0
日
ま
で
、
高
卒
（
見

込
み
）
～
2
2
歳
禾
満
ｏ
男
子
・
女

子
防
衛
Ｅ
科
大
学
校
学
生
１
　
…
Ｊ
月

2
4
日
ま
で
、
高
卒
（
見
込
み
）
2
1
歳

未
満
。

　
膏
け
付
け
期
限
に
よ
り
、
入
隊

日
が
異
な
り
未
了
。
詳
１
　
て
は
、

宇
治
募
集
事
務
所
（
容
９
Ｌ
３

９
）
ま
た
は
市
役
所
企
画
管
理
部

総
務
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
ま
で
）
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
円
高
関
連
並
び
に

　
定
期
巡
回
移
動
相
談

　
中
小
企
業
の
取
引
あ
っ
せ
ん
に

か
か
る
諸
問
題
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ホ
ｙ
。

　
▼
と
き
…
1
0
月
1
6
日
脚
午
後
１

時
か
ら
１
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
里
醤

工
会
議
所
▼
対
象
・
・
・
府
下
の
中
小

企
業
で
製
造
業
（
建
設
業
を
除
ぐ
）

▼
相
談
員
・
：
㈱
京
都
府
中
小
企
業

振
興
公
社
職
員
　
（
商
工
観
光
課
）

　
は
か
り
の
定
期
検
査

　
府
計
量
検
定
所
が
、
業
務
用
ば

か
り
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。

業
務
用
（
取
引
又
は
証
明
）
に
使

用
す
る
は
か
り
は
、
検
査
を
受
け

な
い
と
使
用
出
来
ま
せ
ん
。
必
ず

検
査
か
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。
検
査

時
に
は
、
手
数
料
と
印
鑑
を
お
忘

れ
な
ぐ
。
詳
し
こ
は
、
府
計
量
検

定
所
（
豊
０
７
５
㈲
8
3
3
5
）
、

ま
た
は
市
璧
聊
商
工
観
光
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
▼
定
期
検
査
の
日
程
…
1
0
月
2
7

日
㈹
（
東
宇
治
中
学
校
）
、
2
8
日
團

（
宇
治
シ
ョ
″
プ
セ
ン
タ
ー
）
、
2
9

日
團
（
小
倉
小
学
校
）
、
3
0
日
廊

（
大
久
保
小
学
校
）
、
］
１
１
月
４
日
團

・
５
日
團
（
宇
治
市
役
所
）
。
い
ず
れ

も
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
難
　
病
　
相
　
談

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
0
日
脚
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保

菰
脚
▼
内
容
・
・
・
神
経
難
病
該
当
者
、

そ
の
疑
い
の
あ
る
人
お
よ
び
七
の

家
族
▼
個
別
相
談
担
当
医
師
・
・
・
国

立
療
養
所
宇
晨
両
院
・
西
谷
裕

’
｛
ん
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
0
月
1
6
日
圖

ま
で
に
、
宇
治
保
健
所
（
豊
⑤
2

1
9
1
）
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

　
き
も
の
モ
デ
ル
募
集

　
来
た
る
ｕ
硲
日
出
、
サ
ン
フ

ェ
ア
う
じ
で
催
さ
れ
る
Ｉ
も
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
”
の
モ
デ

ル
か
募
集
し
て
い
未
了
。

　
▼
募
集
人
員
・
・
・
1
8
名
▼
年
齢
…

1
6
～
2
5
歳
▼
身
長
・
・
・
1
5
5
～
1
6
5
m
▼

対
撃
・
・
宇
庖
市
民
の
女
性
▼
申
し

込
み
・
問
監
Ｂ
ｔ
・
：
1
0
月
2
0
日

㈹
ま
で
に
宏
謡
工
会
議
所
（
豊

⑩
３
６
１
）
へ
▼
当
日
の
衣
装

は
主
催
者
で
準
備
。

（
サ
ン
フ
ェ
ア
ラ
じ
開
催
委
員
会

779

行政相談所を開設

10月15に市民相談室で

しないさせない迷惑駐車

今
月
都
市
緑
化
月
間

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

国体豆知識

競技の見方
シンクロナ
イズド
スイミング

迷惑駐車追放市民運動を展開中　10月31まで

文化センタ・一開館3周年記念

宇治市第九コンサート
11月8日（日）午2時開演

宇治市文化センター大ホール

京都府移動文化芸術劇場

チケット全自由席〈大人3，000円／小・中学生1，500円〉
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市民駅伝競走大会

　・コース…太陽が丘園内コース■距離

…○ジョギング＝1.5l(m○駅伝…右表・

競技規定…○ジョギング＝自由参加○駅

伝=①一般の部は、市内在住または在学

・在勤の中学生以上で、同好会・同一学

校・同一職場などでチームを編成するこ

と②チームは、監督１人と選手８人以内

とする③選手は、所定のゼッケンを胸・

背部につけること④伴走は一切認めない

⑤走者は係員の指示に従い、決められた

走路を走ること⑥申し込み後の選手の区

間変更は認めない。補欠との交替は受け

付け時に監督が申し出ること⑦選手の健

康状態は、監督が確実に把握し出場させ

ること・申し込み…○ジョギング＝自由

参加○駅伝＝10月22日(木)までに所定の

申込用紙で市民体育課へ■主催…宇治市

・宇治市教育委員会・宇治市体育指導委

員会・第43回国民体育大会宇治市実行委

員会・宇治市体育振興会連合会・新しい

歴史に向かって走ろう宇治市市民運動推

進協議会・後援…(財)宇治市体育協会。

k 合

11月8日（日）

太陽が丘球技場Ａ

市民駅伝競走大会の種別・距離表

１区 ２区 ３区 ４区 ５区

体振の部 　男1.5km 　女1.2km 　男1.2l<iti 1.2km　男1.2kni

一

般

男子の部 2.0km 1.7lMtl1.7lim 1.7km 1.7km

女子の部 1.5kiti1.2km 1.2l<ni1.2kn 1.2km

・
参
加
ク
ラ
ス
を
記
入
の
上
、
1
0
月

1
5
日
俐
（
必
着
）
ま
で
に
宇
治
市
体

育
協
会
（
五
ケ
庄
官
有
地
・
酋
⑩
1

9
0
5
）
ま
た
は
宇
治
市
陸
上
競
技

協
会
（
広
野
町
尖
山
２
－
2
2
3
、
長
棟
秀

之
さ
ん
方
・
豊
⑩
6
4
2
1
）
へ
。

クラス・参加資格・距離表

クラス 距離 対　象

2 部 5 km 一般男子

3部 ■5 ㎞ 高校生男子

４部 3 kl 高校生一一般女子

5 部 5 kl 中学生男子

６部 3 kl 中学生女子

７部 2 Vr 小学生男子

8 部 2 kl 小学生女子

９部 5 km 壮年(4o歳以上)男子

lo都 3 Vm 壮年(35歳以上)女子
※lOkmの部は道路事情により中止します．

780

体
で
指
導
者
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
人
。

ま
た
は
こ
れ
か
ら
指

導
者
を
目
指
す
人
▼

定
貝
…
1
0
0
人
（
先
着

順
）
▼
受
講
料
・
：
二

在
住
・
在
勤
し
、
地

域
の
い
ろ
い
ろ
な
団

開
き
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：

下
表
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
７
時
～
９

時
▼
対
象
…
市
内
に

・スポーツ指導者贅成講習会の日程表

月日 内　　容 講　師

％
(金)

開講式
スポーツ技術論

京都教育大学教授

野If.弘嗣さん

％
(火)

スポーツ事故と　救急処置(実習會む)

京都教育大学助教授

山際哲夫さん

％
(金)

発育発達論
京都大学助教授

中村螢太郎さん

％

（月）
スポーツと運動処方 京都教育大学教授

寺田光世さん

　%(金)

現代社会とスポーツ
ースポーツ指導者の任務と役創一

閉講式

京都教育大学助教授

杉本厚夫さん

　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
活

発
化
に
伴
い
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
こ
た
え
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
図
る
た
め
に
、
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
習
会
を

千
円
（
資
料
代
な
ど
）
▼
持
参
品

・
こ
筆
記
用
具
と
受
講
科
目
に
必

要
な
用
具
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
・
：
1
0
月
1
2
日
側
～
3
0
日

吻
に
市
民
体
育
課
へ
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

　
指
導
者
養
成
講
習
会

○

プログラム

集
ま
れ
！
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ラ
イ
ニ
ン
グ
仲
間

市民体育のお知

らせ

11月1日(日）午前lO時

宇治ロードレース大会

ジョギング大会
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